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C O N T E N T S

既存の経済学の本と対比しながら読んでもおもしろい
のですが、経済学に興味がないけれど、例えば心理学
に興味があるみなさんにとってもおもしろい本だと思
います。
私もこの本の中に書いてある内容の一部を発展させ

たテーマについて研究した経験があります。確かにそ
れまで考えられていたことと違う結果が出てきました。
それらの事実に直面し、これまでの経済学の理屈に基
づいて考えた政策が実は人々のニーズに合わない政策
になっている可能性が多々あるかもしれないというこ
とを私は強く感じました。同時に、人とは本当に複雑
で難しい存在なのだなとあらためて思い知らされまし
た(こんな形で思い知らされることになろうとは！)。

突然ですが、みなさんに質問です。みなさんは今まで
の人生でさまざまな判断をしてきたと思いますが、その
判断はすべて正しかったと言い切れますか？
人間なら間違いをおかすのはあたりまえ。もちろん、

将来のことを完璧に正確に予測し計画を立てることもで
きません。情に流されて判断を変えることもあるでしょ
う。ところが経済学では、「決して間違いをおかさず、
完全な情報を常に持ち、常に完璧な計画を立ててその通
りに実行する人間」（人というより、どう見てもスー
パーマンか神様です(笑）を想定して理屈を組み立てる
ケースが多々あります。(「それってどうなんだろう」と
普通思いますよね。私は大学生の時にそう思って先生に
質問をしました。)
そのことに対して一つの答えを出すのが行動経済学で

す。人間は完璧な行動や判断ができないということを前
提に考えると、これまでに得られた理論的な結果とは異
なる多くの知見が明らかになってきました。みなさんが
この本を読み進めていくと「こんなあたりまえのことも
考えてなかったの？」と驚くことが多いかもしれません。

■
■

追記：もう少し気軽に、大まかに行動経済学を知りた
いという人は、佐藤雅彦、菅俊一、高橋秀明著『行動
経済学まんが ヘンテコノミクス』マガジンハウス
を読んでみてください。

キックオフ・各種研修の様子

ＬＡ企画イベントや企画展示情報をご紹介！
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